




















































経ているものほど合着操作そのものが困難となる可能性がある｡とくに, Fuji Luting S Cartridge Yellow
は粘度の上昇開始時間が早く,手早い操作が必要になりセメントの特性に合わせた使用が求められる0
3.被膜厚さ試験から,練和開始1分後および2分後に荷重を加え始めた場合,キャタリスト成分を減少さ
せても被膜厚さへの影響は少ない｡しかしながら,練和開始3分後の場合,標準練和比では硬化が十分に
進んでいるため被膜厚さへの影響は大きく,キャタリスト成分を減少した試料については硬化が不十分で
あることも示唆された｡
4.本研究の結果から,グラスアイオノマ一系レジンセメントを用いる場合には,基本的には操作手順を遵
守し十分な荷重を加えること,また操作時間の延長を目的とした練和比の安易な変更は好ましくないこと
が示唆された｡
以上,本研究における成果はグラスアイオノマ一系レジンセメントを臨床応用する場合の示唆に富んだもの
として高く評価できる｡よって本論文は博士(歯学)の学位授与に値するものと判定される｡
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